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	新緑の季節となり、暖かい日が増えてきました。5月号では、下田市美しい里山づくり事業「フジバカマ」苗配布会の様子についてお知らせします。
	「フジバカマ」の苗配布会を実施しました
	4月19日（日）、下田セントラルホテルのグラウンドにて、地域の皆様を対象とした「フジバカマ」苗の配布会を実施しました。 本事業は、稲梓地区を対象とした美しい里山づくり事業の一環で、下田アサギマダラの会の主催により開催しています。当日は18組27名の参加があり、この日のために用意した苗の配布を行いました。アサギマダラの舞う里を目指して、今後も各種取り組みを実施していきます。
	秋の七草としても知られるキク科の植物で、晩夏から秋にかけて淡い紅紫色を帯びた白い花を咲かせます。 海を越えて旅をするチョウとして知られる「アサギマダラ」が秋ごろにこの花に立ち寄るほか、甘い芳香を放つため、乾燥させた葉はドライフラワーやお香としても使うことができます。

	問い合わせ先
	稲梓地域まちづくり協議会（下田市役所　企画課内）


